
坂井市で中小企業振興計画を、勝山市で

は病院の地域支援とかつやま恐竜の森を

視察しました。

平 成 ２ ８ 年 度

加 東 市 議 会

産業厚生常任委員会

政 務 調 査

福井県坂井市・勝山市

H28.8.17（水）～8.18（木）
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「平成 28 年度政務調査」に参加した所感（坂井市） 

加東市議会議員  小 川 忠 市  

日  時 平成 28 年 8 月 17 日（水）午後 2時～午後 4時 

視 察 地 福井県坂井市 

調 査 事 項 中小企業振興計画について 

視

察

先

及

び

調

査

内

容

の

概

要

坂井市は加東市と同様平成 18 年 3月 20 日に旧坂井郡 4町が合併して誕生した。 

面積 209.67ｋ㎡、人口 92,761 人（平成 28 年 4月 1 日現在）である。 

【参考：加東市＝157.5ｋ㎡、人口＝40,044 人（平成 28年 7月 20 日現在）】 

【坂井市中小企業振興計画の概要】 

坂井市は、平成 25 年 10 月 1 日、市内中小企業の支援を目的に「坂井市中小企業振興

基本条例」を制定した。この振興計画は、この基本条例に基づき各種の支援策を総合的

かつ計画的に実施するための実行計画である。 

期間は平成 27 年度から 10 年間とし概ね 3年間をめどに検証と評価を行う。 

計画の策定にあたっては、「坂井市の現状や課題に対応する」といった観点で、市内中小

企業者にアンケートを実施し、その回答を支援策の検討の参考とした。 

制定から 3年が経過しようとしているが、その成果としては、「産・学・官・金」の強

いネットワークが構築された。また、従来は、商業組合や商工団体といた組織に対する

支援が市の施策のメインであったが、基本条例や振興計画策定を経て、頑張る一企業を

積極的に支援できる枠組みを設けることができた。また、「坂井市中小企業振興条例検討

委員会」を設置して 5 回の会合を持ち様々な意見を取り入れながら条例制定となった。

また、議会においても都市活性化委員会が先進地へ行政視察を行うなど積極的に関与し

た。

所

感

人口減少に伴う地域活力の低下が懸念される中、活力にあふれた地方の創生を目指す

ことが急務の課題である。このような状況の中、地域社会の活力と雇用を支える中小企

業が果たす役割は大きく、中小企業の自助努力と、小規模企業者を社会全体で育て、支

援していくことが重要となっている。（坂井市資料より抜粋） 

加東市においても、坂井市と同様に中小企業支援策は必要であり、既存の支援策に加

えさらにきめ細やかな支援策、施策が必要であると感じた。それには、坂井市が行った

市内中小企業者にアンケートを実施し加東市の実態と課題の把握を行うことがまず第一

歩と感じた。加東市でも「加東市中小企業振興条例」の制定を進め、それに基づく振興

実施計画も策定を検討すべきと感じた。また、企業誘致制度についても、坂井市が実施

している例を参考にしながらきめ細かいメニューの制度設計を行うべきと感じた。 

所管の委員会として今後も研究していきたい。 

http://www.city.fukui-sakai.lg.jp/kanko/jigyosha/shokogyo/shinko/chusho-shin

ko-keikaku.html
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「平成 28 年度政務調査」に参加した所感（勝山市①）

日  時 平成 28 年 8 月 18 日（木）午前 9時 30 分～午前 11 時 

視 察 地 福井県勝山市 

調 査 事 項 福井勝山総合病院の存続支援について 

視

察

先

及

び

調

査

内

容

の

概

要

勝山市は福井県東北部に位置し、昭和 29年に 1町 8箇村が合併して誕生した。 

面積 253.88ｋ㎡、人口 24,322 人（平成 28 年 5月末日現在）である。 

【福井勝山総合病院の公的存続に向けての取組みの概要やその背景】 

健康保険・厚生年金財源の逼迫問題や社会保険庁解体等の影響により、平成 20 年に

独立行政法人年金・健康保険福祉施設整理機構（RFO）に出資され、厚生年金病院や船

員保険病院と共に運営母体が不安定な状況下に置かれてきた。しかし近年、地域医療崩

壊危機が社会問題視され、公的病院として永らく地域医療に貢献してきたこれら 3病院

グループを、地域医療機能推進のために１つの公的病院グループとして存続させる方針

が打ち出され、平成 26 年 4 月から RFO を改組した「独立行政法人地域医療機能推進機

構（JCHO）」がスタートした。 

（※JCHO は、全国 57 病院グループ（47 旧社会保険病院、７旧厚生年金病院、３旧船

員保険病院）を統括運営している。） 

当院の歴史は、昭和 33 年に社団法人全国社会保険協会連合会（全社連）に経営委託

され、「社会保険勝山病院」と名称変更し、更に平成 11年 5 月に「福井社会保険病院」

になり、平成 26 年 3 月 31 日まで奥越唯一の公的中核病院として奥越の地域医療を支え

てきた。平成 26 年４月１日より、社団法人全国社会保険協会連合会が運営委託を受け

ていた公設民営の「福井社会保険病院」から、新設の独立行政法人地域医療機能推進機

構（JCHO）が直接運営する公設公営の「JCHO 福井勝山総合病院」となった。 

 当院は奥越唯一の公的中核病院で、13 診療科を標榜する 199 床の小中規模急性期病

院でありながら、附属の健康管理センター、介護老人保健施設（100 床）、訪問看護ス

テーション、居宅介護支援センター、人工透析センター（18 床）等を併設しており、

疾病予防から急性期医療、回復期リハビリ（回復期リハビリ病棟 40 床）、介護・在宅医

療まで切れ目のないサービス提供を行っている。 

【勝山市や関係機関の支援取り組み状況】（抜粋）

・平成 14 年度 5 月＝国に対し公設民方式の存続及び病院の拡充、維持管理に必要な整

備は国負担で行うよう要望書を提出。 

・平成 19 年度 2 月＝福井大学医学部産婦人科へ医療機器購入への支援として自治体か

ら寄付ができるよう総務省へ要望書を提出。結果、平成 20 年に勝山市・大野市それ

ぞれ 250 万円の計 500万円を寄付する。 



3 

3 月＝妊産婦診療連携について奥越地域 2市長（勝山市・大野市）が 

①大学病院の役割、②福井社会保険病院産婦人科の役割、③自治体の役割 

について強い支援を表明する。

4月＝出産支援体制に係る交通費助成事業の開始。福井社会保険病院で妊婦健診を受

け県内医療機関で出産を予定している妊婦に対し、医療機関までの通院交通費を助成

する。 

・平成 20 年度 11 月＝区長会が中心となり署名活動を行った「奥越地域の医療を確保す

るため地域拠点病院の継続を求める請願」を衆・参議長へ提出。 

・平成 22 年度 8 月＝大分県由布市など関係自治体と社会保険病院等存続法の早期成立

についての要望書を厚労省や政党に提出。 

・平成 24 年度 4 月＝にこにこ妊婦奨励金制度の実施。県内医療機関で出産する方を対

象に 10 万円を支給。 

 7 月＝区長会が中心となり「奥越 2次医療圏の存続を求める意見書・要望書」を福井

県に、陳情書を県議会に提出。 

その他、毎年、勝山市が市民や保育園連合会、医師会などなど関係諸団体を巻き込みな

がら講演会、フォーラムなどを共催という手法で開催し、市民運動的な病院存続活動

をサポートした。 

課

題

や

所

感

「JCHO 福井勝山総合病院」は、独立行政法人地域医療機能推進機構（JCHO）が直接

運営する公設公営の病院であり、加東市民病院のように自治体が直接運営する病院では

ない。従って、勝山市からの支援金は 0 円である。「経営には金も出さないし口も出さ

ない」である。しかし、市内の医療機関で入院できる病院は 2 施設、診療所 10 施設と

なっており、地域唯一の中核病院である。また、冬季は豪雪のため大型病院がある福井

市内への交通アクセスは厳しい状況にある。 

このような状況から、病院存続のため市として市民に対し「市民のための病院である」

という意識付けのため各種団体と共催という形で講演会や市民フォーラムを数多く開

催してきた。 

加東市民病院の経営状態は大変厳しい状況である。しかし、個人的には、地域の基幹

病院として存続すべきと考えている。次年度からは、公営企業全部適用に移行し、経営

改善を図る。ただ、加東市民の加東市民病院に対する意識や思いはどうなのだろうか。

先ずは、市民フォーラムやアンケートなどを行い市民の意識調査を行うことが必要であ

ろうと思う。それにより、病院存続など今後の市民病院のあり方の議論を展開すべきで

はないかと考える。 

勝山市の病院存続に関するサポートは大いに参考になったが、「市として病院を買い取

り直営として存続することは考えませんか？」と質問したら「全国の自治体病院の現状

を見るとその方向性は全く持っていない。」と答えが返ってきた。 
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「平成 28 年度政務調査」に参加した所感（勝山市②）

日  時 平成 26 年 8 月 18 日（月）午前 11 時～午後 3時（昼食休憩あり）

視 察 地 福井県勝山市 

調 査 事 項 かつやま恐竜の森について（現地調査含む） 

視

察

先

及

び

調

査

内

容

の

概

要

昭和 63 年(1988)に、手取層群の 1 つ北谷町杉山で、1 億 2 千万年前の肉食恐竜の化

石等が発見されて以来、この地域一帯は全国でも貴重な恐竜化石の宝庫としてクローズ

アップされている。平成 12 年に福井県立恐竜博物館が開館し、平成 18 年 6 月には入

館 200 万人を達成、平成 19 年には、日本で初めて恐竜の皮膚痕化石が発見され話題と

なった。

施設の中には、福井県直営の「福井県立恐竜博物館」がある。

かつやま恐竜の森は、勝山市が「NPO法人恐竜のまち勝山応援隊」に指定管理にて運営

している。指定管理料は年間 3,000 万円との説明を受けた。その他自主事業にも取り組

んでいる。今後の構想として、第 2の博物館整備する方向であるが、まだ基本構想の段

階のゼロベースだが、県とともにアミューズ性を重視した構想である。との説明を受け

た。 

課

題

や

所

感

先ずは、福井県恐竜博物館の壮大さに驚いた。また、夏休みでもあり、入館者数の多

さにも驚いた。それでも同僚の議員から聞く話によれば、当日はまだ少ない方でピーク

時は駐車待ちが 2時間ほどかかるようだ。 

 かつやま恐竜の森は、市の施設を指定管理制度で運営している。あの大規模で年間

3,000 万円は安いのではと感じたが、自主事業で売り上げがあり年間約 1億円の収支で

運営している。ただ、豪雪地域のため冬季は閉鎖しており、冬季の営業があればと感じ

た。 

加東市には、このような施設に匹敵する施設がないため比較できないが、市内の観光施

設においてもまだまだ集客する取り組みが必要である。議会としてもハード面、ソフト

面など民間手法を大胆に取り入れ方法を研究していきたい。 
































